
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　背面光源と、
　前記背面光源の前に配置され、 偏光板を有する表示手段と、
　前記表示手段の前に配置された光拡散手段と、
　前記光拡散手段の前に配置されている と、
を備えており、
　前記偏光板は に配置されており、前記

の偏光吸収軸と前記偏光板の偏光吸収軸とは実質的に一致していることを特徴
とする、透過型表示装置。
【請求項２】
　

　前記表示手段は、
　前記透過型液晶表示素子の前記背面光源側に配置された第１の偏光板と、
　前記透過型液晶表示素子の前記光拡散手段側に配置された第２の偏光板と
を備えており、
前記第２の偏光板の偏光吸収軸と前記 との偏光吸収軸とは、実質的に一致して
いる、請求項１に記載の透過型表示装置。
【請求項３】
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　前記第２の偏光板と前記光拡散手段との間に設けられた第１のλ／４光学位相差板と、
　前記光拡散手段と前記 との間に設けられた第２のλ／４光学位相差板とをさ
らに備えており、
　前記第１のλ／４光学位相差板の遅相軸と前記第２の偏光板の偏光吸収軸または偏光透
過軸とのなす角が４５°であり、
　前記第２のλ／４光学位相差板の遅相軸と前記第１のλ／４光学位相差板の遅相軸のな
す角が９０°であることを特徴とする、請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記第１および第２の偏光板の少なくとも１つが、対応する透明基板と一体的に形成さ
れていることを特徴とする、請求項１から３のいずれかに記載の透過型表示装置。
【請求項５】
　前記表示手段は、
　ゲストホスト型液晶表示素子と、前記ゲストホスト型液晶表示素子の出射面の前に配置
された前記偏光板とを有しており、
　前記偏光板の偏光吸収軸と前記 の偏光吸収軸とが実質的に一致していること
を特徴とする、請求項１に記載の透過型表示装置。
【請求項６】
　前記偏光板が、前記ゲストホスト型液晶表示素子の出射面側の透明基板と一体的に形成
されていることを特徴とする、請求項５に記載の透過型表示装置。
【請求項７】
　背面光源と、
　前記背面光源の前に配置され、出射光として偏光を出射する表示手段と、
　前記表示手段の前に配置された光拡散手段と、
　前記光拡散手段の前に配置されている と、
を備えており、
　前記 の偏光吸収軸は、前記表示手段から出射される前記偏光の実質的に全て
を透過するように配置されていることを特徴とする、透過型表示装置。
【請求項８】
　偏光を出射する背面光源と、
　前記背面光源の前に配置されたゲストホスト型液晶表示素子と、
　前記ゲストホスト型液晶表示素子の前面に配置された と、
を備えている透過型表示装置であって、
　前記 の偏光吸収軸は、前記偏光の実質的に全てを透過するように配置されて
いることを特徴とする、透過型表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ワードプロセッサ、ノート型パソコン等のオフィスオートメーション（ＯＡ）
機器や、各種映像機器及びゲーム機器、テレビ受像機等に使用される直視型液晶表示装置
に関する。
【０００２】
【従来の技術】
パーソナルコンピュータ、ワードプロセッサ、テレビ受像機などに使用される表示装置（
ディスプレイ）では、従来からＣＲＴ（ブラウン管）方式が多用されてきたが、最近は、
これらの電子機器の小型化、薄型化、軽量化の要求に従い平面型表示装置が多く用いられ
るようになってきた。幾つかの方式の平面型表示装置が開発されているが、これらの中で
も液晶表示装置は低消費電力などの利点を持つので広く用いられるようになった。
【０００３】
液晶表示装置は、液晶分子の電気光学効果、すなわち光学異方性（屈折率異方性）、配向
性、流動性および誘電異方性などを利用して、表示装置内の任意の表示単位に電界印加ま
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たは通電して光線透過率や反射率を変化させて表示するものである。表示装置には、表示
装置に表示された像を直接観察する直視型表示装置と、表示像を正面または背面からスク
リーンに投影して観察する投射型表示装置がある。
【０００４】
直視型液晶表示装置は、その表示様式によってダイナミックスキャッタリングモード、ツ
イステッドネマティックモード、スーパーツイステッドネマティックモード、ポリマー分
散モード、強誘電液晶モード、ホメオトロピックモード、ゲストホストモードなどがある
。また、その駆動方式によりセグメント駆動、単純マトリックス駆動、アクティブマトリ
ックス駆動などの駆動方式が開発されている。これらのうち、表示単位数の少ない場合は
セグメント駆動のツイステッドネマティックモードが、また表示単位が多い場合は単純マ
トリックス駆動によるスーパーツイステッドネマティックモードが多く使われている。
【０００５】
液晶表示装置は、文字、図形等の情報を表示するものであるが、近年、表示内容の大容量
化の要求に伴い、微少の表示単位を縦横に配列し任意の情報を表示する、いわゆるドット
マトリクス方式の表示形式が多用されている。
【０００６】
直視型液晶表示装置は、光シャッタ機能を持つ液晶セルを核として、必要に応じて背後か
ら照明する背面光源や観察面の外光反射を防ぐ反射防止膜などを組み合わせて構成されて
いる。
【０００７】
液晶表示装置の観察方向による表示品位の変化を小さくし、良好な表示品位の得られる視
野角を拡大する技術としては、液晶表示セル内部の構成を改良する方法と、液晶セル外部
の構成を改良する方法に大別できる。前者には、液層分子を改質する方法、偏光手段や液
晶配向方向などの配置を最適化する方法、液晶表示装置の内部に複数枚の複屈折を持つフ
ィルムを配置する方法、基板に微細な凹凸を設ける方法、駆動方法を工夫する方法などが
提案されている。また後者では、液晶表示セルとレンズあるいは光線透過方向制御手段な
どを組み合わせる方法などが提案されている。
【０００８】
液晶表示セルの観察面側にレンズなどの光線透過方向を制御する光拡散手段を組み合わせ
て視野角を拡大する方法としては、微小単位レンズを面状に配列し、レンズが着色剤によ
り着色されているマイクロレンズアレイシートを用いる方法（特開平７―６４０７１号公
報）や、レンズアレイシートのレンズ配列面の一部に遮光層を設ける方法（特開平６－２
７４５４号公報）や、液晶表示セルとレンズ凸部領域を粘着剤または接着剤層を介して接
着する場合にレンズの高さ、ピッチ、接着部の幅との関係を満たすことよってレンズによ
る外光反射を低減する方法（特開平７－１２０７４３号公報）や、液晶表示装置の表示面
側のカラーフィルタ基板とカラーフィルタ基板の前面に配置された偏光手段との間に光拡
散手段を設ける方法（特願平８－１６７３８８号公報）がある。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、特開平７－６４０７１号公報、特開平６－２７４５４号公報の技術によれ
ば、液晶表示装置の視野角が広がり、また、観察面側から入射した光も遮光層によって吸
収されるため観察面のレンズによる再帰反射が低減され表示品位が良くなるものの、この
遮光層は液晶表示装置の背面光源からの出射光も吸収するため十分な表示輝度を得るため
には背面光源の出力を上げる必要があった。
【００１０】
また、特開平７－１２０７４３号公報の技術によれば、観察面側からの反射光を低減でき
るものの十分に低減すると、それに比例してレンズで視野角を広げる効果が失われると言
った課題が有る。また、特願平８－１６７３８８号公報の技術によれば、カラーフィルタ
基板と偏光手段の間に光拡散層を配置することで、外光反射を偏光手段の吸収により低減
し、かつ、液晶表示輝度を低下させない構成となっているが、偏光板とカラーフィルタ基
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板の間に光拡散層を配置することによる偏光解消が起こり、十分な視野角特性が得られな
いといった課題がある。
【００１１】
本発明は、上記課題を解決するためになされたものであり、その目的とするところは、外
光による表示面の白濁を抑えつつ、輝度の高い表示を実現することのできる透過型表示装
置を提供することにある。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
本発明による透過型表示装置は、背面光源と、前記背面光源の前に配置された、偏光板を
有する表示手段と、前記表示手段の前に配置された光拡散手段と、前記光拡散手段の前に
配置されている偏光手段とを備えており、前記偏光板は表示手段内の前記光拡散手段側に
配置されており、前記偏光手段の偏光吸収軸と前記偏光板の偏光吸収軸とは実質的に一致
しており、そのことにより上記目的を達成する。
【００１３】
本発明の一実施形態において、前記表示手段は、液晶および前記液晶を挟持している一対
の透明基板を有する透過型液晶表示素子と、前記透過型液晶表示素子の前記背面光源側に
配置された第１の偏光板と、前記透過型液晶表示素子の前記光拡散手段側に配置された第
２の偏光板とを備えていてもよい。この場合、前記第２の偏光板の偏光吸収軸と前記偏光
手段との偏光吸収軸とは、実質的に一致するように配置される。さらに、前記第２の偏光
板と前記光拡散手段との間に設けられた第１のλ／４光学位相差板と、前記光拡散手段と
前記偏光手段との間に設けられた第２のλ／４光学位相差板とを備えていてもよい。この
場合、前記第１のλ／４光学位相差板の遅相軸と前記第２の偏光板の偏光吸収軸または偏
光透過軸とのなす角が４５°であり、前記第２のλ／４光学位相差板の遅相軸と前記第１
のλ／４光学位相差板の遅相軸のなす角が９０°であるように配置される。
【００１４】
本発明の一実施形態においては、前記第１および第２の偏光板の少なくとも１つが、対応
する透明基板と一体的に形成されていてもよい。
【００１５】
本発明の一実施形態においては、前記表示手段は、ゲストホスト型液晶表示素子と、前記
ゲストホスト型液晶表示素子の出射面の前に配置された前記偏光板とを有しており、前記
偏光板の偏光吸収軸と前記偏光手段の偏光吸収軸とが実質的に一致していてもよい。
【００１６】
本発明の一実施形態においては、前記偏光板が、前記ゲストホスト型液晶表示素子の出射
面側の透明基板と一体的に形成されていてもよい。
【００１７】
本発明の第２の実施態様によると、本発明の透過型表示装置は、背面光源と、前記背面光
源の前に配置されており、出射光として偏光を出射する表示手段と、前記表示手段の前に
配置された光拡散手段と、前記光拡散手段の前に配置されている偏光手段とを備えており
、前記偏光手段の偏光吸収軸は、前記表示手段から出射される前記偏光の実質的に全てを
透過するように配置されており、そのことにより上記目的を達成する。
【００１８】
本発明の第３の実施態様によると、本発明の透過型表示装置は、偏光を出射する背面光源
と、前記背面光源の前に配置されたゲストホスト型液晶表示素子と、前記ゲストホスト型
液晶表示素子の前面に配置された偏光手段とを備えている透過型表示装置であって、前記
偏光手段の偏光吸収軸は、前記偏光の実質的に全てを透過するように配置されており、そ
のことにより上記目的を達成する。
【００１９】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施形態について、従来構成と比較しながら、図面を参照して説明する。
【００２０】
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（実施形態１）
図１に、本発明による透過型表示装置の第１の実施形態の構成を示す。
【００２１】
本実施形態では、図１に示すように、背面光源１０１と液晶表示素子１０３との間に第１
の偏光板１０２が配置されており、液晶表示素子１０３の背面光源１０１とは反対側には
第２の偏光板１０４が配置されている。第２の偏光板１０４の前面には光拡散手段１０５
が設けられ、さらにその前面に偏光手段（第３の偏光板）１０６が設けられている。偏光
手段１０６は、第２の偏光板１０４の偏光吸収軸と偏光手段１０６の偏光吸収軸が一致す
るように配置されている。
【００２２】
偏光手段１０６が存在しない場合、光拡散層１０５は液晶表示装置前面から入射する光（
外光）を液晶表示装置前面に再帰反射して表示面が白濁し、表示品位が低下することにな
る。しかし、図１に示すように偏光手段１０６を光拡散手段１０５の前面に配置すること
で、このような再帰反射による反射光を吸収し、表示品位の低下を防ぐことができる。ま
た、偏光手段１０６と液晶表示装置の前面に配置された第２の偏光板１０４の偏光吸収軸
を一致させているので、液晶表示装置から出射した偏光は偏光手段１０６を概ね透過する
。したがって、液晶表示装置の輝度低下を防ぐことができる。
【００２３】
以下、本実施形態における表示装置を従来の透過型液晶表示装置の構成と比較しながら具
体的に説明する。
【００２４】
まず、図３を参照しながら、従来の透過型液晶表示装置の構成を説明する。従来の典型的
な透過型液晶表示装置は、背面光源１、背面光源１の前面に設けられた液晶表示素子２、
および液晶表示素子２の前面に設けられた光拡散層３で構成されている。背面光源１は冷
陰極型蛍光ランプ１ａからの入射光を均一に面上に出射する導光体１ｂ、背面側への光を
出射面に反射する拡散反射シート１ｃ、出射光を集光させるルーバーシート１ｄにより構
成される。液晶表示素子２は、透明ガラス基板２ａ上にマトリクス状に薄膜トランジスタ
（以下、「ＴＦＴ素子」という。）２ｂと透明電極２ｃと配向膜２ｄが形成されたアクテ
ィブマトリクス基板２１と、透明電極２ｅとカラーフィルター２ｆと配向膜２ｇが形成さ
れたカラーフィルター基板２２を有してなり、これら透明基板２１、２２間にツイスト角
がほぼ９０度のツイステッドネマティック（以下、「ＴＮ」という。）液晶材料からなる
液晶層２ｈが封止されている。液晶層２ｈは正の誘電率異方性を有する液晶材料よりなる
。これら透明基板２１、２２は、一対の偏光板２ｉ、２ｊを挟持して構成される。偏光板
２ｉ、２ｊは、それぞれの偏光吸収軸あるいは偏光透過軸が実質的に９０度をなすように
配置される。
【００２５】
この例においては光拡散層３は一方向にのみレンズ効果があるレンチキュラーレンズであ
り、このレンチキュラーレンズはレンズ支持体３ａ、レンズ部３ｂ、再帰反射を防止する
光吸収層３ｃから成り、観察者側に配置された偏光板２ｊの外側に接着層４を介して配置
され、液晶表示装置２からの出射光を拡散している。液晶表示素子は、画面サイズが対角
１５インチ（縦：２２８．６ｍｍ、横：３０４．８ｍｍ）、ストライプ配列で水平画素数
６４０（Ｒ、Ｇ、Ｂ）×垂直画素数４８０、その画素ピッチは、水平方向がほぼ０．１５
９ｍｍ、垂直方向がほぼ０．４７６ｍｍの液晶表示素子を用いた。
【００２６】
なお、透明電極には液晶分子の配向状態を変化させるための変調制御手段が接続されてお
り、印加される表示電圧による外場である電界で液晶分子の配向形態を制御し、光強度を
変調制御する。
【００２７】
次に本発明の実施形態１による表示装置の構成を図４に示す。図３と同じ構成要素には、
同じ参照符号を付している。図４からわかるように、図３に示されている従来の表示装置
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との違いは、レンチキュラーレンズ３に再帰反射を吸収する光吸収層３ｃが配置されてい
ないこと、および偏光手段（第３の偏光板）５が光拡散層３の前面に設けられていること
である。上述したように、この偏光手段５は、その偏光吸収軸が第２の偏光板２ｊの偏光
吸収軸に一致するように配置される。この構成により、光拡散層３の前面から入射する外
光を減少させることができ、光吸収層３ｃがなくても、再帰反射による反射光を偏光手段
５によって吸収することができる。従って表示面の白濁といった表示品位の低下を防ぐこ
とができる。また、偏光手段５の偏光吸収軸は第２の偏光板の偏光吸収軸と一致している
ため、輝度の低下も最小限にとどめることができる。
【００２８】
次に、図４に示した液晶表示装置の製造方法の一例を説明する。
【００２９】
透明基板２１、２２には、厚さが０ .５ｍｍの７０５９ガラス（コーニンググラスワーク
ス社製）を使用し、ガラス基板２１、２２上に形成された透明電極には、ＩＴＯ膜をスパ
ッタ法により形成した。次に、配向膜として、ポリイミド配向膜を印刷法にて形成し、１
８０℃で焼成後、ラビング処理を施した。このようにして形成した配向膜のツイスト角は
９０度である。その後、液晶層２ｈの間隔を一定に保持するため、４．５μｍのグラスフ
ァイバースペーサーを散布し、液晶封止層として５．３μｍのグラスファイバースペーサ
ーを混入した接着シール材をスクリーン印刷する事により形成し、貼り合せを行った。そ
の後、２枚の基板間の真空脱気により液晶を注入し TN液晶セルを作成した後、偏光板２ｉ
、２ｊをそれぞれの偏光吸収軸が実質的に９０度をなすように形成した。この例では、一
軸延伸したポリビニルアルコールに染料を添加し、トリアセチルセルロースの保護フィル
ムで挟持された偏光板を用いて厚さが０．２５ｍｍの偏光板２ｉ、２ｊを形成した。その
後、偏光板２ｊ上にアクリル系の紫外線硬化接着剤を形成し、光拡散層３を貼り付けた後
、紫外線を照射し、樹脂を硬化させる。
【００３０】
光拡散層３は、凹形状が繰り返し形成された金型に日本合成ゴム（株）社製紫外線硬化樹
脂（Ｚ９００１、屈折率ｎ＝１．５９）を滴下し、１．０Ｊ／ cｍ２の紫外線を照射する
ことで基材に凸部を転写し形成した。また、この時、レンズ支持体３ａには日本合成ゴム
（株）社製のアートンフィルムを用いた。なお、レンズの作成方法は上記に限定される訳
ではなく、透明基板上に形成されレジスト膜の熱弛れや、アクリル樹脂のインジェクショ
ン成形を用いて作成しても良いし、ガラス基板上にイオン交換法やガラスエッチング法を
用いて形成しても良い。レンチキュラーレンズは、液晶表示素子２に形成された画素の水
平方向に対して平行になるように繰り返し形成し、そのピッチＰは０．０６ｍｍ、高さ０
．０１７ｍｍ、焦点距離は約０．２５ｍｍで形成した。その前面に厚さが０．２５ｍｍの
偏光板５を偏光板２ｊの偏光吸収軸と一致させて配置した。
【００３１】
背面光源１は冷陰極蛍光ランプ１ａ、導光体１ｂ、拡散反射シート１ｃ、ルーバーシート
１ｄにより構成される。導光体１ｂは、入射面の厚さｔ i n＝４ｍｍ、入射面と対向する面
の厚さｔ o u t＝２ｍｍとした楔型形状である。また、導光体１ｂの出射面と反対側の面に
はシボ印刷加工を施すとともに、拡散反射シート１ｃを配置し、そして、導光体１ｂの出
射面には、ルーバーシート１ｄとして住友３Ｍ株式会社製のルーバーシートを配置した。
【００３２】
以上のように作成した本実施形態における図４に示す構成の液晶表示装置および図３に示
す従来の構成を有する液晶表示装置の表示特性を、正面輝度と外光の再帰反射による白濁
の観点で評価した。表１にその結果を記載する。
【００３３】
【表１】
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【００３４】
表１の結果から、本実施形態の構成によれば、輝度の低下を防ぎつつ、表示品位の良好な
液晶表示装置が得られることがわかる。
【００３５】
なお、本実施形態では、ツイスト角がほぼ９０度のＴＮ液晶セルを用いた液晶表示素子を
例に説明したが、液晶表示素子はこれには限られない。出射光として偏光を出射するもの
であれば本実施形態で述べた効果と同様の効果が得られる。例えば、背面光源の前面にゲ
ストホスト型の液晶セルを配置し、その前面に偏光手段を配置して液晶表示素子２を構成
してもよい。また、偏光を出射する背面光源を使用し、その前面にゲストホスト型の液晶
セルを配置して液晶表示素子２を構成してもよい。
【００３６】
（実施形態２）
図２を参照しながら、本発明による表示装置の第２の実施形態を説明する。
【００３７】
図２（ａ）は本実施形態の表示装置の概略構成を示す図であり、図２（ｂ）は図２（ａ）
の装置における各光学素子の光学軸の配置を示す図である。本実施形態が上記実施形態１
と異なる点は、図２（ａ）からわかるように、第２の偏光板１０４と光拡散手段１０５の
間に第１のλ／４光学位相差板１０７が設けられており、さらに第３の偏光手段１０６と
光拡散手段１０５の間にも第２のλ／４光学位相差板１０８が設けられている点である。
他の構成は上記実施形態１と同様であるので説明を省略する。
【００３８】
第１、第２のλ／４光学位相差板１０７、１０８は、その遅相軸が第２および第３の偏光
手段の偏光吸収軸あるいは透過軸と図２（ｂ）に示すような軸関係をなすように配置され
る。図２（ｂ）に示すように第２の光学位相差板１０８の遅相軸と第３の偏光手段１０６
における偏光吸収軸または偏光透過軸のなす角を４５°とすることで、液晶表示装置の前
面から入射した光は第３の偏光手段１０６により直線偏光となり、さらに第２のλ／４光
学位相差板１０８により円偏光となる。この円偏光のうち光拡散手段１０５で偏波面が変
わらず反射した光は、再度第２のλ／４光学位相差板１０８を通過して９０°偏光軸が回
転した直線偏光となるため、第３の偏光手段１０６で吸収され、外光による再帰反射をさ
らに低減することができる。しかしながら、第２のλ／４光学位相差板１０８だけでは光
拡散手段１０５からの出射光も円偏光とするため、第３の偏光手段１０６でおおよそ半分
の光吸収が起こり液晶表示装置の輝度が低下することになる。よって、第２の偏光板１０
４と光拡散手段１０５の間に第１のλ／４光学位相差板１０７をその遅相軸と第２のλ／
４光学位相差板１０８の遅相軸とのなす角が９０°となるように配置する。これにより、
第２の偏光板１０４からの直線偏光は偏波面が変わることなく偏光手段１０６を透過する
ため、液晶表示装置の輝度の低下がなく、光拡散手段１０５による再帰反射も低減するこ
とができる。
【００３９】
図５に、本実施形態による液晶表示装置の具体例の１つを示す。図３および４と同様の構
成要素には同じ参照符号を付して説明を省略する。図５に示す液晶表示装置の構成と図４
に示す実施形態１の液晶表示装置の構成との違いは、第２の偏光板２ｊと光拡散手段３の
間に第１のλ／４光学位相差板６が形成されており、さらに光拡散手段３と偏光手段５の
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間に第２のλ／４光学位相差板７が形成されている点である。
【００４０】
第１、第２のλ／４光学位相差板６、７は、それぞれの遅相軸が第２、第３の偏光手段２
ｊ、５の偏光透過軸あるいは吸収軸と図６に示すような軸関係をなすように配置される。
また、この例では、第１、第２のλ／４光学位相差板として、Δｎ＝０．００１３８、厚
さ１００μｍのポリカーボネイトを用いた。
【００４１】
本実施形態における液晶表示装置の光学特性を表１に示す。
【００４２】
表１の結果から、本実施形態における構成によっても、輝度の低下を防ぎつつ、表示品位
の良好な表示装置が得られることを確認した。
【００４３】
なお、上記実施形態１および２のいずれにおいても、偏光手段、光拡散手段、λ／４光学
位相差板等の光学素子を他の構成要素と一体的に形成することにより、部品点数の減少を
図ってもよい。例えば第１および第２の偏光板の少なくとも一方を液晶セルの透明基板と
一体的に形成してもよい。
【００４４】
なお、本発明で用いる「偏光板」は、偏光選択機能を有している光学部材であれば良く、
必ずしも偏光板として販売されているものに限定されない。また、偏光以外に他の光学的
機能を併せ持つ部材であってもよい。
【００４５】
【発明の効果】
本発明による透過型表示装置によれば、光拡散手段として光吸収層を用いる従来の表示装
置と同じように再帰反射を低減しながら、しかも、表示装置からの出射輝度の低下を防ぐ
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の液晶表示素子の構成を説明した図である。
【図２】（ａ）は本発明の液晶表示素子の他の構成を説明した図であり、（ｂ）は（ａ）
における偏光手段の偏光吸収軸または偏光透過軸、λ／４光学位相差板の遅相軸の軸関係
を示した図である。
【図３】従来の液晶表示装置の概略構成の要部断面図である。
【図４】本発明の実施形態１における液晶表示装置の概略構成の要部断面図である。
【図５】本発明の実施形態２における液晶表示装置の概略構成の要部断面図である。
【図６】本発明の実施形態２における偏光手段の偏光吸収軸または偏光透過軸、λ／４光
学位相差板の遅相軸の軸関係を示した図である。
【符号の説明】
１　　背面光源
１ａ　　冷陰極型蛍光ランプ
１ｂ　　導光体
１ｃ　　拡散反射シート
１ｄ　　ルーバーシート
２　　液晶表示素子
２ａ　　透明ガラス基板
２ｂ　　ＴＦＴ素子
２ｃ　　透明電極
２ｄ　　配向膜
２ｅ　　透明電極
２ｆ　　配向膜
２ｇ　　カラーフィルタ
２ｈ　　液晶層

10

20

30

40

50

(8) JP 3865593 B2 2007.1.10



２ｉ　　背面光源側偏光板
２ｊ　　表示面側偏光板
３　　光拡散層
３ａ　　レンズ支持体
３ｂ　　レンズ
３ｃ　　光吸収層
４　　接着層
５　　偏光手段
６、７　  λ／４光学位相差板
２１　　アクティブマトリクス基板
２２　　カラーフィルター基板
１０１　　背面光源
１０２　　第１の偏光板
１０３　　液晶表示素子
１０４　　第２の偏光板
１０５　　光拡散手段
１０６　　偏光手段（第３の偏光板）
１０７　　第１のλ／４光学位相差板
１０８　　第２のλ／４光学位相差板
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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